
     

二
〇
一
一
年
の
秋
か
ら
始
ま
っ
た
市
民
参
加
演
劇

公
演
「
わ
が
町
、
せ
ん
が
わ
」
が
、
今
年
二
月
の
公

演
「
わ
が
町
、
せ
ん
が
わ
」
〜
お
ら
ほ
の
時
代
（
ま

つ
り
）
〜 

を
も
っ
て
、
シ
リ

ー
ズ
三
部
作
と
し
て
完
結
し

ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

選
ん
だ
公
募
出
演
者
と
専
門

家
出
演
者
に
「
当
て
書
き
」
す

る
ス
タ
イ
ル
で
、
毎
回
オ
リ
ジ

ナ
ル
台
本
を
書
き
下
ろ
し
、
演

出
も
担
当
し
た
末
永
明
彦
さ

ん
に
各
作
品
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
一
部
割
愛
。
文
責
・
編
集
部
） 

●
第
一
作 

〜
ち
い
さ
な
劇
場
の
物
語
〜 

で
は
、

仙
川
に
実
在
し
た
「
ち
い
さ
な
劇
場
」
を
モ
チ
ー
フ

に
、
町
の
ち
い
さ
な
劇
場
の
最
後
の
一
日
と
、
新
し

く
誕
生
す
る
劇
場
（
せ
ん
が
わ
劇
場
が
モ
デ
ル
）
へ

の
継
承
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
物
語
に
、
受
け
継
が
れ
る

人
か
ら
人
へ
の
大
切
な
想
い
を
、
テ
ー
マ
曲
「
幸
せ

に
な
る
た
め
に
」
に
込
め
て
上
演
。 

●
第
二
作 

〜
サ
ネ
ア
ツ
さ
ん
〜 

は
、
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
の
ご
協

力
の
も
と
、
仙
川
ゆ
か
り
の
武
者
小

路
実
篤
氏
自
身
を
描
く
の
で
は
な
く
、

実
篤
氏
が
一
貫
し
て
主
張
し
続
け
た

「
人
生
の
賛
美
、
人
間
愛
」
を
モ
チ

ー
フ
に
、
こ
の
町
か
ら
旅
立
っ
た
一

人
の
少
年
の
物
語
。
や
が
て
少
年
は
、

一
流
の
音
楽
家
と
し
て
こ
の
町
に
帰

っ
て
く
る
中
で
回
想
す
る
。「
サ
ネ
ア

ツ
さ
ん
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
、
一
人

の
男
と
の
幼
き
日
の
思
い
出
。彼
の
周
り
に

い
た
大
人
た
ち
の
は
げ
ま
し
、、
友
人
と
の

別
れ
、
成
長
を
描
い
た
。「
良
き
大
人
に
育

て
ら
れ
た
子
ど
も
は
、
や
が
て
、
良
き
大
人

に
育
ち
、
良
き
子
ど
も
を
育
て
る
」
が
テ
ー

マ
に
。 

●
第
三
作 

〜
お
ら
ほ
の
時
代
（
ま
つ
り
）

〜 

は
、
こ
れ
か
ら
の
「
わ
が
町
」
仙
川
を

考
え
る
時
に
「
い
ま
は
な
き
、
こ
の
町
を
愛

し
支
え
続
け
て
来
ら
れ
た
多
く
の
人
た
ち

の
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
想
い
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
描
き
ま
し
た
。 

 
 

 

幕
末
、
昭
和
二
〇
年
の
終
戦
、
昭
和
三
九

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
、
大
き
な
時
代
の

転
換
期
に
、
実
際
に
こ
の
町
で
起
き
た
事
、
生
き
た

人
々
を
モ
チ
ー
フ
に
、「
あ
き
ら
め
な
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
二
月
一
一
日
。 

 

三
部
作
、
こ
こ
に
完
結
。
終
え
て
、
い
ま
、
想
う

こ
と
。
幸
せ
に
な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。 

 

自
分
を
信
じ
る
心
。
人
を
信
じ
る
心
。 

自
分
を
愛
す
る
心
。
人
を
愛
す
る
心
。 

そ
し
て
、
誰
の
命
も
、
ど
の
命
も
大
切
に
想
う
心
。 

  

そ
う
い
う
人
た
ち
が
多
く
な
っ
た
ら
、
少
し
は
平

和
な
、
幸
せ
な
世
界
に
な
る
｜

｜
そ
ん
な
願
い
を

込
め
て
、「
わ
が
町
、
せ
ん
が
わ
」
三
部
作
を
上
演
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
願
い
が
、
少
し
で
も
「
わ
が

町
、
せ
ん
が
わ
」
に
携
わ
っ
た
多
く
の
人
た
ち
、
観

て
頂
い
た
お
客
様
、
お
ひ
と
り
お
一
人
の
御
心
に
届

き
、
育
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。（
末
永
明
彦
）               

市
民
参
加
演
劇
公
演 

「
わ
が
町
、
せ
ん
が
わ
」 

 
 

三
部
作
、
遂
に
完
結
！ 

 

「わが町、せんがわ」シリーズでは、小学生から80 歳代までの幅
広い参加者が、専門家とともに本格的な舞台をつくり上げました。 

「みんなが創る みんなで創る」を合い言葉に、舞台装置や美術制作、
衣裳製作なども、専門家の指導のもと、多くの市民の手でつくりあげら
れた舞台。写真中央は、大量の割り箸を組み合わせてつくった舞台装置 
 

※
演
出
家
で
あ
り
、
様
々
な
公
演
の
舞
台
監
督
や
企
画
制
作
等
も
手
掛
け
ら
れ
て
き
た
末
永
さ
ん
は
、
せ
ん
が
わ
劇
場
の
演
劇
・
市
民
参
加
・
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。 

 

舞台写真 ©青二才晃 

 せんがわ劇場は「調布市直営の劇場」です。常勤の市職員や技術スタッフのほか、非常勤の音楽・演劇の専門嘱

託員や、受付業務担当のホールスタッフなど、様々なスタッフがこの劇場を支えています。…では、各スタッフは
どんな役割や仕事をしているのでしょう？ 今号は、劇場の市職員を代表して高橋さんに伺いました。 

間接に事業に関わっていただき、多様なサポートをいただける

のも、自主企画ならではの特色です。こうした芸術文化事業に

携わらせていただく中で、市民の皆様、地域の方々、舞台芸術

の活動者の新しい文化交流の場が育まれ、劇場そのものも成長

していると実感しています。芸術鑑賞以外にも「参加して楽し

む」「一緒に創って楽しむ」様々な取り組みを行っていますの

で、ぜひ一度ご来場ください。 

調布市生活文化スポーツ部 文化振興課 主査 
        高橋昌起 

 私たち市職員は、市民や地域の皆様との委員会運営や、自主企

画事業や施設の利用など、劇場で行われる取り組み全体を調整す

る役割を担っています。いわば、最前線の現場にある劇場と行政

の橋渡し役です。一人でも多くの方に「この劇場と出会ってよか

った」と思っていただくことが重要な務め、と胸に刻んでいます。 

 当劇場の事業では、ホールやリハーサル室といった施設の貸し

出しも大事な事業ですが、演劇の公演、コンサートなどを一から

企画して創り上げる「自主企画事業」を年間を通じて行っていま

す。そして、市民サポーターをはじめとする市民の皆様に、直接・ 

劇場を支える 
様々なスタッフ 
 


